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プラットフォーム

「家でも就活オンライン カレッジ」の取り組み
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1

第３２回職業リハビリテーション研究・実践発表会



2
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全国の障害のある学生のための

キャリア教育プラットフォーム

①大学が横断的に連携し、

②企業が企画に協力し、

③障害のある学生が安心して参加できる、

体験を提供する

◆家カレとは？
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◆課題の背景

障害のある学生の修学支援に関する実態調査（JASSO,2024）

障害学生の数は前年度から8469人増加の58141人となった。
コロナ禍を除き、右肩上がりの傾向が続いており、今後も増加していく見込み。
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◆課題の背景

就活に向けた準備が整わない障害学生

学業で手いっぱいで、将来のことを考える余裕がない

不安が強く第一歩を踏み出せないことも多い

就職へのイメージが沸かない/ロールモデルがない

大学におけるキャリア支援の手薄さ

修学支援で手一杯で、キャリア・就活支援にリソースが割けない

キャリア支援に必要な情報が手に入りづらい

1校当たりの対象者が少なく、サービスを充実させにくい

企業とのマッチングの難しさ

新卒の障害者雇用の多様さ（業務内容、配慮内容、雇用形態）

精神・発達障害学生のマッチングやフォローの難しさ
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第32回職業リハビリテーション研究・実践発表会

◆課題解決のイメージ
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◆課題解決のイメージ
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◆2024年度秋季学生向け企画
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◆補足：会社概要
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◆補足：サービス紹介


